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１ 　 第 7 5 2 5 号 　 2 0 2 3 年 （ 令 和 ５ 年 ） ３ 月 １ ８ 日 ㈯

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

ピ ン ク の セ ー タ ー

て 〞  （ 服 ・ 松 下 育 男 詩 集 よ り ） な ん て口 ず さ み な が ら 、 箪 笥 の 服 を 整 理 し てい た ら ピ ン ク の セ ー タ ー が 出 て き た 。色 あ せ て く た び れ て い る が 、 十 年 前 のよ そ 行 き だ っ た　 〝 コ ー ト が 幾 星 霜 の ／ 月 日 な ら ／ コー ト を 着 る こ と は ／ そ の 人 の 生 を

　
あ

る い は ／ い く ど も う ち よ せ て は

　
ひ い

て い く ／ 空 を ／ わ が 身 に お お い か ぶ せる ／ こ と で ・ ・ ・ 〞　
ピ ン ク の セ ー タ ー を 着 る と 、 過 去 ま

で 連 れ て 来 る 。 ご め ん な さ い 、 私 が 悪う ご ざ い ま し た 、 と い う 事 ば か り 思 い

　 〝 よ そ ゆ き が ／ ふ だ ん ぎに な る ／ そ の か わ り め の ／あ つ ま り が ／ 月 日 だ と

　
し

出 す 。 捨 て よ う か し ら 。 地 球 は 温 暖化 に 進 ん で い る の で 、 冬 で も セ ー ター は い ら な く な る か も し れ な い 。 しか し 、 今 年 の 冬 は 寒 か っ た 。　 『 寒 さ の 原 因 は 、 北 極 海 の 氷 の 融解 だ と い う 。 温 暖 化 で 海 水 温 が 上 昇し 、 北 極 海 に 大 き な 氷 の 穴 が あ くと 、 海 が 熱 を 吸 収 し 、 そ の 熱 が 大 気に 伝 わ る 。 そ の 結 果 、 北 極 の 冷 え た空 気 か ら な る 「 極 渦 」 と 呼 ば れ る 渦が 弱 ま っ て 、 寒 気 が 中 緯 度 に 南 下 して き や す く な る の だ と い う 』  （ いま 、 こ の 惑 星 で 起 き て い る こ と ・ 森さ や か 著 ）  。

　

　
今 ま で そ こ ま で 寒 く な か っ た 地 が

凄 く 寒 く な る の だ 。 し ば ら く は セ ータ ー を 取 っ て お こ う 。 過 ぎ 去 っ た 月日 は 忘 れ よ う 。

春

詩 集 『 在 り し 日 の 歌 』 よ り

春 は 土 と 草 と に 新 し い 汗 を か ゝ せ る 。そ の 汗 を 乾 か さ う と 、 雲

（ ひ ば り ）

雀 は 空 に 隲

（ あ が ）

る 。

瓦 屋 根 今 朝 不 平 が な い 、長 い 校 舎 か ら 合 唱 は 空 に あ が る 。あ ゝ 、 し づ か だ し づ か だ 。め ぐ り 来 た 、 こ れ が 今 年 の 私 の 春 だ 。む か し 私 の 胸 摶

（ う ）

つ た 希 望 は 今 日 を 、

厳 （ い か ）

め し い 紺

こ

青 あ を

と な つ て 空 か ら 私 に 降 り か ゝ る 。

そ し て 私 は 呆

（ ほ う け ）

気 て し ま ふ 、 バ カ に な つ て し ま ふ

― ― 藪

（ や ぶ ）

か げ の 、 小 川 か 銀 か 小

さ ざ

波 な み

か ？

藪 か げ の 小 川 か 銀 か 小 波 か ？大 き い 猫 が 頸

（ く び ）

ふ り む け て ぶ き つ ち よ に

一 つ の 鈴 を こ ろ ば し て ゐ る 、一 つ の 鈴 を 、 こ ろ ば し て 見 て ゐ る 。
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空 気 も 水 も 高 み へ と 上 っ て い く 暖 か さ の 中 、 晴 れ わ た っ た 空 が心 の 内 に あ る 喪 失 感 を 映 し 出 し ま す 。 希 望 に 満 ち て い た か つ ての 春 と 今 年 の 春 と の 絶 望 的 な 落 差 。 う ち ひ し が れ た 詩 人 が 見 守る 小 さ な 水 流 や 無 心 に 遊 ぶ 猫 の 姿 に は 、 心 の 傷 を 癒 や し 再 生 を促 す 力 が 求 め ら れ て い ま す 。

�　 （ 中 原 中 也 記 念 館 館 長

　
中 原

� 豊 ）

　
３ 月

1 3日 か ら 屋 内 ・ 屋

外 問 わ ず マ ス ク の 着 用 は個 人 の 判 断 に 委 ね ら れ るよ う に な り 、 ウ ィ ズ コ ロナ の 生 活 が 本 格 的 に ス ター ト 。 そ の タ イ ミ ン グ で山 口 県 央 部 で は 、 数 々 の名 曲 が 奏 で ら れ る 三 つ のコ ン サ ー ト が 、

2 1日
　

（ 火 ・ 祝 ） と

2 6日  （ 日 ）  に

開 か れ る 。

　 「 第

5 0回 市 民 コ ン サ ー

ト 」 が 、

2 1日 午 後 １ 時 か

ら 、 山 口 市 民 会 館 （ 山 口市 中 央 ２ ） で 開 か れ る 。毎 年 春 の 恒 例 イ ベ ン トで 、  〝 あ の 名 演 奏 を も う一 度 〞 と 銘 打 ち 、 音 楽 コン ク ー ル で 優 秀 な 成 績 を収 め た 人 や 熱 心 に 音 楽 活動 を 続 け て い る 山 口 市 民を 招 い て 名 演 奏 を 再 現 して も ら う 。　
プ ロ グ ラ ム は ２ 部 構 成

で 、 出 演 す る の は 同 市 内の 小 中 高 大 生 と 社 会 人 約

３ ０ ０ 人 。 ピ ア ノ 演 奏 、独 唱 、 合 唱 、 管 楽 演 奏 が披 露 さ れ る 。 入 場 は 無 料で 、 予 約 も 不 要 。　
第 １ 部 の 部 門 ・ 出 演 者

（ 学 校 名 ） は 次 の 通 り 。（ 敬 称 略 ）　
ピ ア ノ 演 奏 ＝ 山 本 琉 之

祐 （ 山 口 大 附 （ ２ 面 へ ）

ウ ィ ズ コ ロ ナ  の ３ 月

数 々 の 名 曲 が 県 央 部 で 演 奏

“ あ の 名 演 奏 を も う  一  度 ”
第

5 0回 市 民 コ ン サ ー ト

２ １ 日



2 0 2 3 年 （ 令 和 ５ 年 ） ３ 月 １ ８ 日 ㈯ 　 ２ サ ン デ ー 山 口

ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

昨 年 ９ 月 か ら 練 習 を 重 ね て き た

 １ 行 記 事　 国 道 ２ 号 の 防 府 市 台 道 か ら 山 口 市 鋳 銭 司 間 （ ２ ． ８ ㌔ ） の 都 市 計 画 素 案 が １ ３ 日 、 国 土 交 通 省 中 国 地 方 整 備 局 か ら 県 に 提 出 。 ４ 車 線 化 に 向 け て 大 き く 前 進 し た 。

（ １ 面 よ り ） 属 山 口 中 ３
年 ） ▽ 独 唱 ＝ 柳 谷 拓 希

（ 大 殿 小 ６ 年 ）  、 大 倉 光 琉（ 山 口 高 ３ 年 ）  、 阿 座 上 拓
也 （ 中 央 高 ３ 年 ） ▽ 声 楽ア ン サ ン ブ ル ＝ 山 口 大 附属 山 口 中 「 ひ ひ ら ぎⅢ 」  、 女 声 合 唱 と お ん きご う ▽ 合 唱 ＝ 大 殿 小 合 唱部 、 山 口 高 合 唱 部 、 野 田学 園 高 合 唱 部 、 児 童 合 唱団 山 口 、 合 唱 団 そ う な そ▽ 管 楽 ア ン サ ン ブ ル ＝ 山口 大 吹 奏 楽 部 木 管 ３ 重奏 、 同 大 吹 奏 楽 部 サ ク ソフ ォ ン ４ 重 奏 、 同 大 Ｏ Ｂ吹 奏 楽 団 フ ル ー ト ５ 重 奏　

東 京 混 声 合 唱 団 の 特 別
演 奏 会 が 、

2 1日 午 後 ２ 時

か ら 、 秋 吉 台 国 際 芸 術 村
（ 美 祢 市 秋 芳 町 ） で 開 か

れ る 。 指 揮 は 大 谷 研 二 、ピ ア ノ は 鈴 木 慎 崇 。　
１ ９ ５ ６ 年 に 創 設 さ れ

た 日 本 を 代 表 す る 同 合 唱団 は 、  「 楽 し い 雰 囲 気 の演 奏 会 を 行 う 」  「 職 業 合唱 団 と し て 成 立 さ せ る 」
「 日 本 の 合 唱 曲 を 創 る 」

と い う 創 立 時 か ら の 三 つの 目 標 を 掲 げ な が ら 演 奏活 動 を 行 っ て い る 。　
当 日 は 、

2 0人 の 団 員 が

出 演 す る 予 定 。 演 奏 曲 目は 、  「 主 よ 、 人 の 望 み の喜 び よ 」  （ バ ッ ハ ）  、  「 うた 」 よ り 「 翼 」  「 さ よ うな ら 」 ほ か （ 武 満 徹 ）  、
「 唱 歌 の 四 季 」  （ 三 善 晃 編

曲 ）  、  「 土 の 歌 」  （ 佐 藤眞 ）  。　
全 ７ 楽 章 か ら な る 「 土

の 歌 」 は 、 岩 城 宏 之 の 指揮 で 同 団 と Ｎ Ｈ Ｋ 交 響 楽団 に よ り

6 7年 に 初 演 さ れ

た 。 最 終 楽 章 の 「 大 地 讃

頌 」 は 、 大 地 へ の 限 り ない 賛 歌 で 、 単 独 で も 合 唱曲 と し て 多 く の 人 が 愛 唱し て き た 。 全 曲 を 通 し て聞 く こ と で 、 締 め く く りの 終 曲 と し て の 意 味 合 いを 感 じ る こ と が で き る 。

　
入 場 料 は 一 般 ３ ５ ０ ０

円 で

2 5歳 以 下 は １ 千 円 。

予 約 は 、 同 施 設 へ 電 話
（
☎
０ ８ ３ ７

－

６ ３

－

０

０ ２ ０ ）  、 ウ ェ ブ サ イ ト（

https://aiav.jp/apply/

）

の 専 用 申 し 込 み フ ォ ーム 、 ロ ー ソ ン チ ケ ッ ト のい ず れ か か ら 。

　
第 ２ 部 で は 、 小 郡 中 、

鴻 南 中 、 山 口 大 附 属 山 口中 、 山 口 中 央 高 、 山 口 高の 生 徒 １ ８ ８ 人 で 編 成 され る 「 ジ ュ ニ ア オ ー ケ スト ラ 」 が 演 奏 す る 。　
こ の オ ー ケ ス ト ラ は 、

市 民 コ ン サ ー ト 開 催

2 0回

を 記 念 し て 、 １ ９ ９ ３ 年に 誕 生 し 、 今 年

3 0年 を 迎

え た 。 市 民 コ ン サ ー ト のた め だ け に 学 校 や 学 年 の枠 を 超 え て 編 成 さ れ る ため 、  〝 一 期 一 会 〞 の 演 奏を 聞 く こ と が で き る 。　
特 別 ゲ ス ト に 山 口 県 出

身 の 声 楽 家 （ テ ノ ー ル ）

藤 田 卓 也 と 、 声 楽 家 （ ソプ ラ ノ ） の 白 川 深 雪 を 招き 、 歌 劇 ６ 曲 を 共 演 する 。 フ ィ ナ ー レ は 、 同 オー ケ ス ト ラ が 「 交 響 曲 ニ短 調

　
第 ３ 楽 章 」 を 演 奏

す る 。　
「 半 世 紀 に 渡 り 市 民 と

と も に コ ン サ ー ト を 続 けら れ た こ と は 素 晴 ら しい 。 ２ ０ ２ ２ 年 度 は 歌 で優 秀 な 成 績 を 収 め た 人 が多 く 、 た く さ ん の 美 し い歌 声 を 聞 く こ と が で きる 。 生 演 奏 の 魅 力 を 感 じて ほ し い 」 と 、 主 催 す る山 口 市 文 化 振 興 財 団 。

プ ロ 合 唱 団 の 圧 巻 の 歌 声

子 ど も た ち の  バ  イ オ リ  ン 演 奏

東 京 混 声 合 唱 団 特 別 演 奏 会

ク レ モ ナ オ ー ケ ス ト ラ 演 奏 会

２ １ 日

２ ６ 日
　
子 ど も た ち に よ っ て 編

成 さ れ る 管 弦 楽 団 「 山 口ク レ モ ナ オ ー ケ ス ト ラ 」の ４ 年 ぶ り と な る 第

3 7回

演 奏 会 が 、

2 6日 午 後 ２ 時

か ら Ｃ ・ Ｓ 赤 れ ん が （ 山口 市 中 河 原 町 ５ ） で 開 かれ る 。 入 場 無 料 。　
演 奏 す る の は 、 県 内 の

バ イ オ リ ン 教 室 に 通 う 園

児 か ら 中 学 生 ま で の

1 4

人 。 普 段 は そ れ ぞ れ 違 う教 室 で レ ッ ス ン を 受 け てい る が 、 昨 年 ９ 月 か ら 月１ 回 集 ま り 、 練 習 を 重 ねて き た 。　
プ ロ グ ラ ム の 最 後 に

は 、 各 教 室 の 講 師 と 同 団の Ｏ Ｇ で バ イ オ リ ニ ス トの 山 原 由 希 さ ん も 賛 助 出演 し 、 高 学 年 の 子 ど も たち と 「 ２ つ の ヴ ァ イ オ リン の た め の 協 奏 曲 ニ 短調 」  （ バ ッ ハ ） を 演 奏 する 。 さ ら に 、 同 団 の 創 設者 、 故 ・ 石 井 洋 之 助 さ んの 娘 で 桐 朋 学 園 大 名 誉 教授 の 石 井 志 都 子 さ ん も 参加 す る 予 定 だ 。



サ ン デ ー 山 口３ 　 2 0 2 3 年 （ 令 和 ５ 年 ） ３ 月 １ ８ 日 ㈯

 １ 行 記 事　 き ょ う １ ８ 日 午 前 １ ０ 時 か ら 、 Ｊ Ｒ 新 山 口 駅 １ 番 ホ ー ム で 「 Ｄ Ｌ や ま ぐ ち 号 」 出 発 式 。 津 和 野 駅 で も 、 歓 迎 イ ベ ン ト 「 春 の 観 光 フ ェ ス タ ｉ ｎ 津 和 野 」 が 開 か れ る 。



2 0 2 3 年 （ 令 和 ５ 年 ） ３ 月 １ ８ 日 ㈯ 　 ４サ ン デ ー 山 口

太 陽 光 発 電 パ ネ ル を 設 置 し た ア ル ク 店 舗

丸 久 グ ル ー プ

温 暖 化 と め る っ ち ゃ
ネ  ッ ト  ワ  ー  ク  や  ま  ぐ  ち
（ 山 口 市 環 境 政 策 課 内 ）

☎ 0 8 3- 9 4 1- 2 1 8 1

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ の 推 進

　 「 サ ス テ ナ ビ リ テ ィ （ 持 続 可 能 性 ） の 推 進 」 に 取 り

組 ん で い る 丸 久 グ ル ー プ （ 丸 久 ・ ア ル ク ・ サ ン マ ー ト

等 を 展 開 ） で は 、 2 0 1 7 年 か ら パ ッ ケ ー ジ 破 損 等 で 販 売

で き な い 常 温 商 品 を 集 め て 、 そ れ ら を 必 要 と す る 団 体

や 施 設 等 に 提 供 す る 「 フ ー ド バ ン ク 活 動 」 を 開 始 。 翌

1 8 年 か ら は 、 お 客 様 か ら の 食 品 寄 贈 を 受 け 付 け る

「 フ ー ド バ ン ク ポ ス ト 」 の 店 内 設 置 も 始 め た 。 さ ら に

「 子 ど も 食 堂 」 や 更 生 保 護 施 設 等 へ の 食 材 提 供 も ス

タ ー ト さ せ 、 食 品 ロ ス の 削 減 お よ び 貧 困 問 題 の 解 決 に

取 り 組 ん で い る 。

　 ま た 、 店 舗 の 冷 凍 冷 蔵 設 備 を 省 電 力 タ イ プ の 機 器 に

更 新 す る な ど 、 使 用 電 力 量 の 削 減 を 進 め て い る ほ か 、

店 舗 屋 根 に 太 陽 光 発 電 パ ネ ル を 設 置 し 、 再 生 可 能 エ ネ

ル ギ ー を 活 用 す る こ と で 、 C O ²排 出 量 の 削 減 も 図 っ て

い る 。 ア ル ク 、 ア ト ラ ス の 一 部 の 店 舗 に お い て は 、 県

が 提 供 し て い る 「 や ま ぐ ち 水 力 1 0 0 プ ラ ン 」 に 参 加

し 、 自 然 エ ネ ル ギ ー  1 0 0 ％ の 電 力 で 運 営 し て い る と い

う 。

　 さ ら に 、 牛 乳 パ ッ ク や 食 品 ト レ ー 等 の 店 頭 回 収 に 取

り 組 み 、 リ サ イ ク ル や ご み の 削 減 を 利 用 者 と と も に 進

め て い る 。 な お 、 現 在 1 5 店 舗 に 「 古 紙 回 収 機 」 を 設 置

し 、 段 ボ ー ル や 新 聞 紙 、 雑 誌 ・ 雑 紙 を 回 収 し て お り 、

利 用 者 に は ポ イ ン ト 付 与 を 行 っ て い る 。

　 「 限 ら れ た 資 源 を 大 切 に す る た め 、 リ サ イ ク ル 設 備

を 活 用 し て ほ し い 」 と 、 田 中 靖 士 総 務 部 長 は 呼 び か け

て い る 。

住 所 ： 防 府 市 大 字 江 泊 1 9 3 6 番 地

T E L ： 0 8 3 5- 3 8- 1 5 1 1

h t t p: / / w w w. m r k 0 9. c o.j p /

団 体 名

「 C O O L C H OI C E 」 （ ク ー ル チ ョ イ ス ） と は 、 家 庭 や 職 場 な

ど 日 常 生 活 の 中 で 、 脱 炭 素 社 会 づ く り に 貢 献 す る 製 品 へ の

買 い 替 え や サ ー ビ ス の 利 用 、 ラ イ フ ス タ イ ル の 選 択 な ど 、

温 暖 化 対 策 に 資 す る あ ら ゆ る 「 賢 い 選 択 」 を 促 す 国 民 運 動

で す 。 山 口 市 内 で 取 り 組 ま れ て い る 「 C O O L C H OI C E 」 な

取 り 組 み 事 例 を 、 4 回 に わ た っ て 紹 介 し ま す 。

実 践 し て い た だ く た め の 参 考 に し て く だ さ い 。

株 式 会 社 丸 久

お 問 い 合 わ せ

サ ン デ  ー 山 口  （ 山 口 版 ）  は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。


